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フットサル競技規則 ：通達「第３条－競技者」の暫定的改正の適用 終了について 

 

国際サッカー連盟（以下、FIFA）から、2022 年 2 月 15 日付けで発信された「フットサル競技規

則：第 3 条-競技者の暫定的改正の延長」をもとに、本協会より 2022 年 3 月 1 日付（日サ協発第

220020号）の通達において、2022年 12月末までに終了予定の競技会において適用することがで

きることをお伝えしました。 

 

本件、今後の競技会において暫定的改正を適用しないということを決定しました。 

本通達以降、FIFAから暫定的改正の延長の扱いについて連絡がなかったため、国内競技会に

おいてはシーズン中ということもあり、引き続き暫定的改正の適用を認めてきました。しかしながら、

5月 8日(月)に新型コロナウイルス感染症（COVID-19）が、「新型インフルエンザ等感染症」から「5

類感染症」へと移行されたことに伴い、本協会において「JFA サッカー活動の再開に向けたガイド

ライン」及び「JFA 新型コロナウイルスの影響下における競技会・試合運営手引」を廃止した背景

によるものとします。 

 

F リーグ、日本女子フットサルリーグおよび本協会主催大会におきましては、フットサル競技規則

「第３条－競技者：４．交代の進め方」に基づいて交代を行うものとします。なお、現在、「暫定的改

正」を適用している競技会においてはシーズン終了まで継続することは認めることとしますが、

2024年 1月 1日以降は「暫定的改正」は適用することはできないものとします。 

 

本通達について、各協会、連盟等において、加盟クラブ、チーム、審判員等関係者に周知徹底を

図られるようお願いします。 

 

 

 

参考：通達 フットサル競技規則 ：通達「第３条－競技者」の暫定的改正の延長について 
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